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議 
  

 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
、
鳥
取
自
動
車
道
、

山
陰
自
動
車
道
と
連
結
し
、
日
本
海
国
土
軸
を
形
成
す
る
道
路
で
あ
り
、
地
方
創
生
及
び
国
土
強

靱
化
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
。 

 

丹
後
地
域
に
お
い
て
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
延
伸
に

よ
り
、
観
光
客
の
増
加
や
新
た
な
企
業
進
出
な
ど
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
る
多
大
な
ス
ト
ッ
ク
効

果
が
表
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
効
果
を
更
に
高
め
、
都
市
と
地
方
の
新
た
な
結
び
つ
き
や
人
の
往
来
の
円
滑
化
を
進

め
る
こ
と
で
、
人
口
規
模
が
縮
小
し
て
も
経
済
的
に
成
長
し
、
社
会
を
機
能
さ
せ
る
地
方
創
生

２
・
０
を
最
大
限
、
加
速
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
る
山
陰
近
畿

自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
、
全
線
整
備
の
時
期

的
な
目
途
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
展
望
を
十
分
に
得
て
い
く
上
で
も
隘
路
と

な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備
加
速
化
の
た
め
、
一
部
利
用
者
負
担
を
甘
受
し
令

和
七
年
度
か
ら
料
金
徴
収
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
有
料
事
業
計
画
に
即
し
た
計
画
的
か
つ

着
実
な
整
備
推
進
と
併
せ
て
先
線
の
ル
ー
ト
を
最
大
限
、
早
期
に
決
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
早
期
全
線
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対
応
す
る

中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
強
く
要
望

す
る
。 

 

な
お
、
早
期
全
線
開
通
と
併
せ
て
、
今
後
の
交
通
量
の
推
移
を
踏
ま
え
た
四
車
線
化
、
大
宮
地

域
か
ら
網
野
方
面
へ
の
出
入
口
の
新
設
に
つ
い
て
も
強
く
お
願
い
す
る
。 

 

一
、 

大
宮
峰
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
府
県
境
ま
で
の
全
線
を
令
和
十
年
代
に
完
成
す
る
よ

う
具
体
的
な
整
備
の
年
次
計
画
を
立
て
て
時
期
的
な
目
途
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
早
期
全
線
整
備
を
図
る
こ
と 

一
、 

網
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
府
県
境
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
ル
ー
ト
を
確
定
し
、
全
線
の
都
市
計
画
決
定
を
行
う
こ
と 

一
、 

大
宮
峰
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
網
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、

事
業
化
の
前
倒
し
と
な
る
文
化
財
調
査
を
令
和
七
年
度
か
ら
開
始
し
、
令
和
八
年
度
に
は

事
業
化
す
る
こ
と 

一
、 

大
宮
峰
山
道
路
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の
事
業
が
有
料
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
度

ま
で
に
は
完
成
す
る
よ
う
必
要
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と 

一
、 

第
一
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
五
年
間
で
お
お
む
ね
二
十
兆
円
強

程
度
を
目
途
と
す
る
事
業
規
模
で
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
必
要
な
予
算
・
財
源

を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
満
額
確
保
す
る
こ
と 

一
、 

国
土
強
靱
化
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
過
程
で
も
資
材
価
格
等
の
高
騰
等
の
影

響
を
適
切
に
反
映
し
、
必
要
な
予
算
を
満
額
確
保
す
る
こ
と 

一
、 

防
災
や
地
方
創
生
な
ど
、
Ｂ
／
Ｃ
だ
け
で
は
測
れ
な
い
効
果
も
踏
ま
え
、
交
通
量
の
多
寡

に
よ
ら
な
い
多
様
な
観
点
も
含
め
て
事
業
の
必
要
性
を
適
切
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と 

一
、 

直
轄
権
限
代
行
や
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
の
地
方
整
備
局
等
の

体
制
強
化
や
必
要
と
な
る
資
機
材
の
更
な
る
確
保
に
取
り
組
む
こ
と 

  

以
上
、
決
議
と
す
る
。 

令
和
七
年
九
月
二
三
日 

 

丹
後
・
地
域
高
規
格
道
路
推
進
協
議
会 


